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化学反応 (または物理的操作 )によってその気体を発生させ,そこから不純物 (とりわ
け酸素 )を注意深く除去して気体を純化し,ついで測定管の中にその気体を非常な高圧
で封じこめなければならない｡常圧では気体の量が少なすぎ,信頼できる測定結果がえ



































- N20 (気体,液体 ),NO(気体 ),N203 (液体),NO2(気体 ),N20｡(演
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という形を曾頑は示 し,とくに,N203,N204,N2()5の反磁性モ′レ磁化率の値が,
-16.0,_25.8,-35.6×10~6と-9.8×10~6っっ変化しており,そのことと 0 - N










曾禰武 (そね ･たけ)の歩み (後編)
話がすすんでいた129)ので,本多からの話をことわった｡ 本多は大層機嫌が悪かった






の ｢気体の磁気係数の測定｣に対 して,学士院賞 (｢東宮御成婚記念賞｣)が授けられ
ることになった㌘5)曾繭にとっては ｢寝耳に水｣(曾禰自身の表現 )のできごとであっ
た0136) 授賞式には曾頑の家族も列席 した｡また,曾欄は母校開成の恩師-の ｢御恩返
し｣ と思い,当時の校長橋健三と,骨痛に物理学-の関心をよびおこしてくれた宮本久
太郎に来駕を請い,列席してもらった｡この賞には賞金 1,000円がっいていた｡このう































後,1950年 4月から物理の研究を再開する｡それは曾繭の満 63才のときであり, 柄
に倒れた1920年末から数えて29年あまり,東北帝大を退職 した 1924年から数えて26





( 1956年 2月 )153)
㊨ "OnthePostulateofRelativityIncludingtheCaseofUniformlyRotatingCoordinate
Systemsand a Few Inferencesfrom It",Geophys.Mag.28(1958)3231328,









⑯ ′ "新しい型の単面多様体について" 自家出版, (1973年5月 )
@ "PlotforworkingouttheApplicationofCharactericsofPseudo-M6biusBandtothe



















㊨ ,⑲ は,⑭ における第 1の場合の問題を公転ないし自転する地球からみた遠方の
星からの光の径路の問題に適用し,そこから特殊相対性理論における公準を特殊な場合








いて徹底的にしらべる｡論文⑲ はメビウスの帯 (1回ひねりの帯 )と,それの中央線を

















をかける｡茅はプリンス トンから東大に帰ったばか りの吉川庄一を紹介 した｡吉川は ,
1974年 1月 12日に曾頑を訪ねてきた1058)吉川と話をして, 今までそういう考えでや
られたものはまだないときいて,大いに力を得た思いをした骨柄は,全力を傾けて,英












































魂,竺量 を貫く｣という言葉 162) をささげたいO
参 考 文 献
93) この一文は 『物性研究』 29No.1(1977年 10月 )に掲載された ｢前編｣, 29




95)本多は 『磁気と物質』 (裳華房,1917年)60頁に, この骨柄の仕事を引用 し
つつ ｢されど最近曾両氏?研究は,閉線の矩形をなすは,磁場の影響にもあらず,





































文叢書 12,磁性』 143-173,の小川和成による訳に基いた｡146頁参照 )
103)本多光太郎 『磁性体に関する学説』 (岩波講座 『物理学及び化学』所収, 岩波
書店 ,1931)30頁｡
104)分子間相互作用が磁化を妨げるようにはたらくことについて,『磁性体に関する












107)この論文の構成は次の通 りである｡ §1.序論 ; §2.測定の方法 ; §3.測定装
置 :(a)磁気天秤,(b)圧縮器と測定管 ; §40測定の手順 :(a)測定管の調節,(b)質
量の決定,(C)測定管に気体をみたす方法,(d)電磁石,(e)実際の実験 ; §5.空気;











































(註 105参照 )｡ また,気体の磁化率の測定は,曾繭が単独で遂行していた｡曾
廟の思い出によると,その曾繭の仕事を同じ下宿にいた学生′ト竹無二雄 (1920年

















とのことだった｡ (増本量の東北帝大入学は茅より1年早 く1919年 9月である)
115)次註に示すように,茅の見た骨痛は論文麺 の仕事をしていた曾頑である｡ 麺 の
末尾で骨痛は M.Matsuki氏とC.Hoshi氏に対 して, 実験遂行における zealous











































Press,1932)の 226(㊥′),269(麺),275(qg),279(釘 )頁, (㊥ ′はPhil.Mag.


















M rぼ くが大事だと思 うのは Fr6hlichの "ElektronenTheoriederMetale"｣125)
K ｢うん,Fr6hlich ｡ぼくはあれで勉強 した｣
M ｢あの頃はみんなあれで勉強 した｡Sommerfeld-Betheはちょっと大変で｣
K ｢あれは大変だ｡ Fr6hlichを読んだ｣
M ｢Fr6hlichは手頃で - ｣
K ｢Fr6hlichの本は,ぼくは訳したんですよ,-ペん･･･-･･｣
M ｢そうですか｣







































みると,1モ′レ当りの磁化率が g- 01- 一票 ∑ r2 であたえられる(§49),
(4)水素原子に対しては量子力学のSchrodinger方程式によ って基底状態の波動関

















し,それを骨痛や WilsandHectorの値と比較 している｡ 犬井鉄郎も水素分子につ
いての一連の論文の最後のもの (Proc.Phys.-Math.Soc.Japan23(1941)999-1010)
で,反磁性磁化率の計算値と曾腐らの測定値を比較している｡量子力学的に算出し































131)本多は弟子たちの実験を見まわりながら ｢どうだん｣ ｢どうだん｣と声をかけた,● ●
と言い伝えられている｡ これに対し骨繭は,本多先生は ｢どうだ｣ ｢どうだ｣と仰















-ム (所謂, ｢理研コロキューム｣, ｢広根 ･彦坂は異端の芽か ?｣(物性研究
29No.3)註 11参照 )が初期に木曜の夜開かれていた事を確実に示すほとんど





究しました水素の Susceptibilityの値が,私が 1919年に Phil.Mag.に出したんです



























ってます｣って答えましたよ｡ 嬉 しうございました｡ VanVleckの本 (註 122参











































































148)山田豪一著 『満鉄調査部』 (日経新書,1977)第8章満鉄事件の記述中に ｢元
東京刑事地方裁判所検事で検事時代キリスト教弾圧の思想事件を担当し,『キリス
トと天皇のどちらをとるか 』と迫って勇名をとどろかせた中村哲夫少尉を -･- 塞































151) 『理化学辞典』によれば,フーコーは長さ67mの糸に 28kgの錘 をつるして実
験 した｡
152)田丸卓郎の "RikigakuH(岩波,1巻 1935,2巻 1937) にはコリオリカという
言葉はあらわれて来ず,巻末索引にもない｡第 1巻の 125頁にフーコーの振子に対











































157) ｢ドー ナツではどうしてもうまく行かないんで,ステラレーターというのは ドー













































ある｡ この歌からexplicitに ｢つらぬく｣ ｢ひとよ｣の言葉 を借 りた｡ implicitに
｢いさざよし｣をも借 りて含意せしめたっもりである｡
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